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奉仕員のつどい

表彰を受けられた方々

対談の様子

機器の使い方の説明を受ける来場者

見えない・見えにくい人のための
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日
頃
、
点
字
図
書
・
録
音
図
書

製
作
等
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
奉
仕
員
の
皆
様
へ
感
謝
と
敬
意

を
表
す
行
事
「
奉
仕
員
の
つ
ど
い
」

が
７
月
18
日
（
火
）、
ア
イ
ー
ナ
会

議
室
８
０
４
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
盛
岡
市
在
住
の

作
家
く
ど
う
れ
い
ん
さ
ん
と
音
訳

奉
仕
員
の
和
田
貴
栄
子
さ
ん
に
よ

る
対
談
「
本
が
届
く
う
れ
し
さ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
談
で
は
く

ど
う
さ
ん
が
、
参
加
者
か
ら
事
前

奉
仕
員
の

つ

ど

い

令和
５年度

に
募
っ
た
質
問
に
答
え
る
形
で
、

作
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ふ
れ
た
り
、

自
ら
作
品
を
朗
読
す
る
な
ど
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
作
家

の
立
場
か
ら
、
奉
仕
員
の
皆
様
の

活
動
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
場

面
も
あ
り
、
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
度
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

奉
仕
員
の
つ
ど
い
表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
）

◎
岩
手
県
知
事
表
彰

井
手

厚
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

牧
野

昌
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

細
川
ツ
イ
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
社
会
福
祉
事
業
団

理
事
長
感
謝
状

伊
藤
久
美
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

川
村
理
恵
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

佐
藤
美
代
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

菅
野

和
枝（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

武
田

良
子（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
図
書
館
協
会
会
長
感
謝
状

髙
橋

節
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

藤
澤

惠
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
感
謝
状

大
瀧

弘
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

那
須

佳
織（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

森
田

文
子（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長
感
謝
状

村
上

陽
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

八
重
樫
有
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

豊
川

伸
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

村
上
美
恵
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

及
川

幸
美（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

岩
間

陽
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
立
視
聴
覚
障
が
い
者

情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状

岡
田

早
苗

（
点
訳
奉
仕
員
）

中
鉢

敦
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

中
鉢

孝
雄

（
点
訳
奉
仕
員
）

照
井

和
代

（
点
訳
奉
仕
員
）

似
内
美
枝
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

藤
原
　
　
浩

（
点
訳
奉
仕
員
）

藤
原
久
美
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

星
　
　
紀
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

三
田

恭
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

遠
野

玲
子

（
音
訳
校
正

奉
仕
員
）

藤
川

壽
子

（
音
訳
校
正

奉
仕
員
）

梅
垣

泰
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

佐
藤

文
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

髙
橋

裕
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

千
葉

幸
喜（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

そ
の
ほ
か
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方

◎
公
益
財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会
主
催

「
第
53
回
朗
読
録
音
奉
仕
者
感
謝

の
集
い
」

朗
読
録
音
奉
仕
者
地
区
表
彰

道
又
百
合
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

校
正
奉
仕
者
地
区
表
彰

阿
部

純
子
（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

朗
読
録
音
奉
仕
奨
励
賞

豊
川

伸
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

皆
様
お
一
人
お
一
人
の
ご
奉
仕

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奉仕員のつどいにお集まりの皆様
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視視視

視視視

部
門

部
門

令
和
５
年
度
第
２
回
視
覚
障
が
い
者
交
流
会

（
サ
ロ
ン
）を
開
催
し
ま
し
た

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
人
の
た
め
の

情
報
機
器
展

７
月
20
日
（
木
）
に
今
年
度
２

回
目
の
視
覚
障
が
い
者
交
流
会（
通

称
サ
ロ
ン
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
ガ
イ
ド
メ
イ
ク
で
自
信

と
笑
顔
を
！
」
と
題
し
て
、
資
生

堂
ジ
ャ
パ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
３

名
を
講
師
に
お
招
き
し
、
眉
や
唇

の
か
た
ち
に
沿
っ
て
自
分
の
手
指

を
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
し
て
行

う
化
粧
法
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
、
ス
キ
ン
ケ
ア
、
ベ
ー
ス
メ

イ
ク
、
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
ま
で
終

え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
う

き
う
き
し
た
気
分
」「
若
返
っ
た
気

が
す
る
。
化
粧
品
の
つ
け
方
な
ど

の
基
本
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、

家
で
も
や
っ
て
み
た
い
」「
出
掛
け

た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
」「
ス
キ
ン

ケ
ア
も
教
え
て
も
ら
え
て
勉
強
に

な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

８
月
28
日
（
月
）
に

当
セ
ン
タ
ー
研
修
室
を

会
場
に
、
第
３
回
サ
ロ

ン
「
見
え
な
い
・
見
え

に
く
い
人
の
た
め
の
情

報
機
器
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
こ
こ
数
年

開
催
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
視
覚
障
が
い
者
、

関
係
者
及
び
一
般
の
方
な
ど
68
名

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
業
者
５
社
に
よ
る
視
覚
障

が
い
者
の
た
め
の
支
援
機
器
が
所

狭
し
と
並
び
、
来
場
さ
れ
た
方
々

は
早
速
最
新
の
機
器
を
手
に
取
っ

て
体
験
し
た
り
、
日

頃
の
困
り
ご
と
を

相
談
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ふ
だ

ら
れ
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
で
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
様
々
な
企
画
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ん
は
な
か
な
か
会

え
な
い
専
門
家
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
く
こ
と
が
で
き

る
機
会
と
な
り
、

満
足
し
て
い
た
だ

け
た
よ
う
で
す
。

今
回
展
示
さ
れ

た
物
の
中
に
は
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で

有
名
俳
優
が
使
用
し
て
い
た
機
器

に
似
た
、
メ
ガ
ネ
型
音
声
読
書
器

も
２
種
類
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
す
が
に
ド
ラ
マ
ほ
ど
万
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
メ
ガ
ネ

に
付
い
て
い
る
カ
メ
ラ
で
新
聞
を

撮
影
す
る
と
、
あ
る
程
度
き
れ
い

に
合
成
音
声
で
読
ん
で
く
れ
た
こ

と
に
感
動
し
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
に
新
し
い
情
報

支
援
機
器
や
便
利
な
機
器
を
紹
介

す
る
場
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

資生堂ジャパンのスタッフから化粧法を教わる参加者

機器を手に取って試す来場者
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７
月
15
日
（
土
）
に
ア
イ
ー
ナ

会
議
室
８
０
４
Ａ
に
て
、
当
セ
ン

タ
ー
主
催
、
岩
手
県
立
図
書
館
共

催
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
天
気
と
な
り
、
大
雨
で
足

元
が
悪
い
中
で
し
た
が
、
23
名
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
映
作
品
は
、「
愛
を
積
む
ひ
と
」

で
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ム
ー
ニ
ー
・

Jr.

の
小
説
を
、
舞
台
を
ア
メ
リ
カ

か
ら
日
本
に
移
し
て
映
画
化
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
の
人
生
を
踏
み
出
そ
う
と

北
海
道
へ
移
住
す
る
も
、
妻
に
先

立
た
れ
た
男
が
彼
女
の
残
し
た
手

紙
に
よ
っ
て
再
生
し
て
い
く
姿
を

つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
北
海

道
美
瑛
の
丘
を
舞
台
に
展
開
さ
れ

る
人
間
ド
ラ
マ
に
、思
わ
ず
う
る
っ

と
き
た
人
も
︙
。
音
声
解
説
や
字

幕
が
あ
る
こ
と
で
、
映
画
の
内
容

令
和
5
年
度
の
視
覚
部
門
奉
仕

員
養
成
講
習
会
と
身
体
障
が
い
者

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習

会
は
、
5
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
5
月
25
日
に
は
、
奉
仕
員
養

成
及
び
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
の
合
同
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
合
同
講
習
会
で
は
、
県
内
の

障
が
い
福
祉
行
政
や
障
が
い
者
を

取
り
巻
く
課
題
、
視
機
能
と
視
覚

障
が
い
に
つ
い
て
の
講
義
の
ほ
か
、

受
講
生
に
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
て

も
ら
い
、
ガ
イ
ド
さ
れ
る
体
験
な

ど
、
視
覚
障
が
い
を
理
解
し
て
も

ら
う
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

合
同
講
習
会
終
了
後
、
奉
仕
員

養
成
講
習
会
は
点
訳
、
音
訳
、
音

訳
校
正
、
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
編

集
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
現
在

17
名
が
受
講
中
で
す
。
来
年
3
月

の
修
了
式
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
折
り

返
し
地
点
を
回
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会
を
通
じ

て
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
映
画
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

の
社
会
参
加
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

習
会
は
8
月
2
日
で
全
6
回
の
講

習
が
終
わ
り
、
1
名
が
修
了
、
新

た
に
身
体
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
奉
仕
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会

「
愛
を
積
む
ひ
と
」

令
和
５
年
度

奉
仕
員
養
成
講
習
に
つ
い
て

映画会にお集まりの皆様

講習会の様子
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Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ

２
０
２
３
年
に
行
く
べ
き

52
か
所
２
番
目
に
掲
載
! 「
ぶ
ら
り

盛
岡
さ
ん
ぽ
」

障
害
者
放
送
通
信
機
構
「
目
で

聴
く
テ
レ
ビ
」
と
は
聴
覚
障
が
い

者
の
た
め
の
放
送
局
で
、
全
国
各

地
域
の
番
組
な
ど
を
手
話
・
字
幕

付
き
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
各
聴

覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
が
同
局

に
対
し
て
番
組
制
作
協
力
を
行
っ

て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
協
力
し

て
い
ま
す
。

今
回
岩
手
か
ら
提
供
し
た
番
組

は
「
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
２
０
２
３
年

に
行
く
べ
き
52
か
所
２
番
目
に
掲

載
！
「
ぶ
ら
り
盛
岡
さ
ん
ぽ
」」
で

す
。
今
年
１
月
に
ア
メ
リ
カ
の
有

力
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

が
「
２
０
２
３
年
に
行
く
べ
き
52

か
所
」
を
発
表
し
、
イ
ギ
リ
ス
の

ロ
ン
ド
ン
に
続
き
盛
岡
市
が
２
番

目
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
歩
い
て

回
れ
る
宝
石
的
ス
ポ
ッ
ト
」
と
盛

岡
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
の
み

な
ら
ず
世
界
中
か
ら
大
き
な
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
で
紹
介
さ
れ
た

N
agasaw

a CO
FFEE

・
盛
岡

城
跡
公
園
・
岩
手
銀
行
赤
レ
ン
ガ

館
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
を

盛
岡
の
街
並
み
と
と
も
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。
目
で
聴
く
テ
レ
ビ
で

絶
賛
放
送
中
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
も
視
聴
で
き
ま

す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
！

６
月
26
日
（
月
）
当
セ
ン
タ
ー
に

て
県
及
び
13
市
町
村
等
の
計
20
名

の
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し

た
。午

前
は
「
意
思
疎
通
支
援
事
業
に

望
む
こ
と
」
と
題
し
て
（
一
社
）
岩

手
県
聴
覚
障
害
者
協
会
理
事
の
及

川
政
伸
氏
か
ら
、
協
会
が
実
施
し
た

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
え
た

課
題
や
緊
急
時
に
通
訳
派
遣
を
受
け

ら
れ
る
環
境
整
備
の
必
要
性
等
、
実

例
も
交
え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
当
事
者
の

不
便
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
」「
緊
急
時
派
遣
の
あ

り
方
を
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
と
感

じ
た
」
等
、
理
解
が
深
ま
っ
た
様
子

で
し
た
。
そ
の
後
は
参
加
者
間
で
事

業
の
周
知
や
利
用
促
進
、人
材
養
成
、

派
遣
依
頼
へ
の
対
応

に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

午
後
は
当
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
遠
隔
手

話
通
訳
等
を
テ
ー
マ
に
当
事
者
か
ら

期
待
さ
れ
る
活
用
場
面
の
紹
介
と
窓

口
対
応
を
想
定
し
た
遠
隔
通
訳
デ
モ

を
実
施
。
筆
談
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
、
通
訳
を
介
す
る
こ
と
の
有
用

性
を
体
感
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
導
入
自
治
体
に
よ
る
好
事
例
、

予
算
や
機
材
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
支
援
に
生

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
聴
覚
障

が
い
者
福
祉
の
よ
り
一
層
の
向
上
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令和５年度

目
で
聴
く

テ
レ
ビ

放
送
開
始

意
思
疎
通
支
援
事
業

関
係
職
員
向
け
研
修
会
実
施
報
告

当事者からの講話に耳を傾ける自治体職員の
皆さん

岩手銀行赤れんが館を紹介しています
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　　　次回　令和６年１月頃発行予定
「タペストリー」とは
皆で持ち味や個性を織り糸にして、創りあげるセンター、との願いです。感想・ご意見等ありましたら、お寄せください。

理科の授業で習ったホメオスタシス。
体内環境を一定に保とうとする性質が
あるおかげで生命機能が維持できてい
る。たとえ発熱など変調を来しても、あ
あ今、ホメオスタシスだなと思うと気が
休まる。
さてさて、46億歳の地球からの叫び
が、年を追うごとに深刻だ。
地球は水をたたえながら、猛スピード
で回り続け、生命を育んでいる。
過去に天体衝突や氷河期の経験はあっ
ても、ここ200年のような人口急増は経

験がない。80億人からまだ増え続ける。
今、人間は地球1.8個分の暮らしをして
いるという。それだけ負荷をかけられて
は母なる地球といえども身が持たない。
野生の動植物は既に備えているような
気がする。借りものの体もかけがえのな
い水の惑星も、同じようにいたわりたい。
何事も、バランスだ。
きゅうりは曲がっててもきゅうりだ。

次回は簗田情報支援員にバトンタッチ

ホメオスタシス（恒常性）
所長　稲葉　亘

＊施設利用の一部制限について
12月1日（金）17時～21時

2日（土） 9時～17時
「令和5年度岩手県手話通訳
者登録試験」実施のため、閲
覧室を除きセンター内施設が
ご利用できません。
ご不便をおかけしますがご
理解ご協力をお願いします。

エッセイ
リレー

de
職員

＊手話・字幕入り動画 新シリーズ
　「これってな～に？ もやもやスッキリ」配信中！
当センターでは、聴覚部門が撮影・編集・字幕挿入し
YouTube 動画配信しています。ぷちたぺビデオミニ
ニュースに加え、新シリーズ「これってな～に？ もやも
やスッキリ」の配信がスタート。近頃よく聞く新しい言
葉などを紹介しています。
最新作は「IoT」。ご感想や
「この言葉解説して！」と
いうリクエストをお寄せく
ださい。

聴覚部門




